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特集

食育とソーシャルキャピタルを活用した健康づくり
特定健診受診者フォローアップ家庭訪問
公園からの健康づくり
全世代が出入りできる共生ホーム
シニアの運動継続率100％を目指す産官学活動
見守りネットワークの活動
大正琴をつかった認知症予防プログラム
	 …他

健康寿命を延ばす予防活動

※都合により誌面が変更される場合がございます。

現内閣が今後の人口オーナス期に備え唱えている「一億総活躍プラン」は，内閣府が提
示している概要をみると 6 項目から成る。その一つが 6 月 29 日に成立した働き方改

革関連法案である。他の項に目を向けると，介護の環境整備の項には高齢者の人材活用，
介護ロボット，ICT などの活用による生産性向上がうたわれている。また，その他の項に
は，障害者，難病患者，がん患者などの活躍支援として，障害特性に応じた最大限活躍で
きる環境を整備するための就労支援，職場定着支援がうたわれている。そして，すべての
人々が地域，暮らし，生きがいを共に創り高め合うことができる地域共生社会の実現を目
指した地域コミュニティ育成等の推進が掲げられている。テーマは一億総活躍であるから
一般労働者の仕事のあり方から，子育て，障害者，高齢者などの社会参加まで極めて広い。
今後の私たち療法士をはじめとした医療現場で働く職員の働き方はどのように変化してゆ
くのであろうか，不安と期待が交差する。
　今や業務効率化，労働生産性を上げるうえで AI や IoT の活用は不可欠と言われ，この
ようなロボット技術が私たち人間の職域を奪い，多くの仕事がなくなってしまうと言われ
ている。しかし，いくらこのような技術が進んでもクリエイティブな仕事は残るとオック
スフォード大学のマイケル・オズボーン博士は述べている。20 年後に残る仕事の一つには
OT が挙げられている。患者の新たな人生を再構築するというクリエイティブなリハの仕
事は必然的に残るということか。
　思えば，以前のリハの目的は社会復帰であり，そこには居場所と共に役割を意識したか
かわりの姿があった。それが徐々に対象が高齢者に移っていくと，いつからか目的が自
宅・在宅復帰となり，そこには役割ではなく居場所を指すのみとなってしまったようであ
る。本来あるべきリハのクリエイティブさが低下してきたとも受け止められなくもない。
その揺り戻しが ICF で言われる活動・参加であり，対象者の「その人らしさ」の追求と言
えそうである。一億総活躍は，“働け”を強要しているように受け止めがちではあるが，障
害者，高齢者の役割づくり，その人らしさの支援ととらえると人生 100 年時代のリハの価
値が一段と上がるように思える。
　今回の特集は，中途障害者の就労支援についてであるが，併せて 6 月号の特集「地域に

『はたらく』をつくる」も読み返していただければ幸いである。
 編集委員　佐藤浩二
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